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歳入
約194億4,700万円

歳出
約192億3,100万円

医療費
60％

後期高齢者
支援金等　他
38％

その他（諸支出金　等）2％

交付金等
77％

国保税
16％

7％

交付金等
77％

国保税
16％

7％

後期高齢者
支援金等　他
38％

医療費
60％

その他（諸支出金　等）2％

会　派　名（※） 深谷同志会 深政クラブ 深和会 公明党 共産党 彩新 深成
審
議
結
果

議  員  名

議  案  

⻆
田
　
義
徳

茂
木
　
一
郎

富
田
　
　
勝

武
井
　
伸
一

清
水
　
健
一

柴
崎
　
重
雄

馬
場
　
　
茂

加
藤
　
利
江

吉
田
幸
太
郎

倉
上
　
由
朗

松
本
　
政
義

髙
田
　
博
之

新
井
　
　
清

仲
田
　
　
稔

五
間
く
み
子

三
田
部
恒
明

中
矢
　
寿
子

清
水
　
　
修

佐
久
間
奈
々

鈴
木
　
三
男

村
川
　
徳
浩

田
島
　
信
吉

為
谷
　
　
剛

石
川
　
克
正

平成27年度 一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 認定

平成27年度 国民健康保険
特別会計歳入歳出決算認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 認定

レンガのまちづくり条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 可決

※会派名は、共産党は日本共産党、彩新は彩新連合、深成は深成会です。
※議長は可否同数のみ採決に参加します。
※○は賛成、×は反対、欠は欠席です。

9 月定例会　議案に対する各議員の賛否（一部掲載）

Q
今
回
の
改
正
で
市
内

全
域
か
ら
対
象
区
域

を
ど
こ
に
絞
っ
た
の
か
。

A
中
心
市
街
地（
約
１

０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

で
あ
る
。

Q
対
象
区
域
を
決
め
た

と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
地
区
に
レ
ン
ガ
づ
く
り

を
集
中
さ
せ
る
意
向
が
あ

る
と
思
う
が
、
商
店
街
連

合
会
の
方
へ
協
力
を
求
め

る
な
ど
の
考
え
は
。

A
自
治
会
、
商
店
街
等

と
連
携
し
、
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

レ
ン
ガ
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

改正　

建
物
の
外
壁
に
レ
ン
ガ
や
レ
ン
ガ
調
の
タ
イ

ル
を
使
用
し
た
建
築
主
に
奨
励
金
を
交
付
す
る

条
例
で
す
。
レ
ン
ガ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

Q
学
童
保
育
室
を
指
定

管
理
者
制
度
に
移
行

さ
せ
る
理
由
は
。

A
管
理
運
営
体
制
の
強

化
が
主
な
目
的
で
あ

る
。
現
在
は
臨
時
職
員
で

対
応
し
て
い
る
が
、
今
後

も
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
学
童
保
育
の
ニ
ー
ズ

に
対
し
て
、
民
間
の
活
力

を
生
か
し
て
行
く
も
の
で

あ
る
。

Q
選
定
の
基
準
は
。

A
①
施
設
の
平
等
な
利

用
確
保

②
公
の
施
設
の
効
用
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る
か

③
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
図
れ
る
か

④
施
設
経
費
の
縮
減
が
図

れ
る
か

⑤
管
理
を
安
定
し
て
行
う

物
的
能
力
及
び
人
的
能
力

を
有
す
る
法
人
か
ど
う
か

⑥
環
境
に
配
慮
し
て
い
る

か⑦
市
内
の
雇
用
も
含
め
た

地
域
貢
献

以
上
７
点
で
あ
る
。

学
童
保
育
室
の
指
定
管
理

制定
　

深
谷
市
立
の
学
童
保
育
24
室
の
う
ち
、
11
室

の
管
理
に
関
し
、
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も

の
で
す
。

Q
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
は
十
分
か
。

A
新
た
な
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
は
47
台
と
な

っ
て
い
る
。
通
年
の
利
用

状
況
を
見
て
も
、
１
日
当

た
り
の
平
均
の
利
用
件
数

が
74
・
５
台
で
あ
り
、
同
じ

時
間
に
集
中
と
い
う
事
で

は
な
く
、
47
台
で
足
り
る

と
考
え
て
い
る
。

Q
休
日
急
患
診
療
所
が

条
文
か
ら
削
除
と
の

こ
と
だ
が
、
運
営
に
関
し

変
わ
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

A
今
ま
で
は
、
開
設
は

市
、
運
営
は
医
師
会

に
委
託
し
て
い
た
の
で
、

市
か
ら
運
営
補
助
金
を
支

出
し
て
い
た
。
引
き
続
き

年
間
運
営
費
補
助
と
し
て
、

年
間
８
０
０
万
円
を
交
付

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
条
例

改正
　

こ
の
条
例
は
９
月
１
日
を
も
っ
て
、
休
日
急

患
診
療
所
が
常
盤
町
か
ら
国
済
寺
に
移
転
、
運

用
開
始
し
た
こ
と
に
伴
い
、
既
存
の
条
例
を
一

部
改
正
し
た
も
の
で
す
。

平成27年度決算  国民健康保険特別会計

約13億4,800万円

●
決
定
し
た
指
定
管
理
者

　
社
会
福
祉
法
人
か
つ
み
会

　
　
第
一
、
第
二
桜
ヶ
丘
、

　
　
大
寄
、
豊
里
、

　
　
第
一
、第
二
岡
部
、本
郷

　
社
会
福
祉
法
人
蕗
の
会

　
　
第
一
、
第
二
岡
部
西

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ

　
　
藤
沢
　
上
柴
東

国民健康保険加入状況
（平成28年３月31日）

人　口　　　  144,855人　
保険加入者　　 40,821人　
加 入 割 合　　　　28.2％　

医療費の支払い以外に行っている事業

・特定健康診査等事業　　 約1億1,142万円
（対象が 40 歳から 74 歳までの方）

　特定健診や生活習慣病重症化予防等

・人間ドック助成事業　　　　  約1,220万円
　人間ドック、脳ドックいずれかの検診費用
　を年１回 17,500 円補助するもの

・医療費適正化事業　　　　　 約2,915万円
　ジェネリック医薬品の利用促進
　レセプトの点検の委託

財源不足等を補う
ための繰入れ

一般会計繰入金 ……

凡　例

対象地域

重点路線

レンガ条例指定建築物

【対象区域】

日頃から健康づくりに

とりくみましょう

村
川　

徳
浩

　

過
去
の
実
績
で
考
え
る
と
、
条
例
改

正
の
対
象
区
域
で
は
、
奨
励
金
を
利
用

す
る
人
が
い
な
い
事
が
予
想
で
き
る
。

市
は
深
谷
産
の
レ
ン
ガ
を
使
っ
た
建
築

物
を
残
す
努
力
を
す
る
べ
き
で
、
上
辺

だ
け
の
レ
ン
ガ
の
街
づ
く
り
は
止
め
る

べ
き
で
あ
る
。

　  

レ
ン
ガ
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

鈴
木　

三
男

　

国
保
税
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
当
初

予
算
を
１
億
円
多
く
見
込
ん
だ
が
、
そ

れ
以
上
に
不
用
額
が
で
た
。
市
の
基
金

を
活
用
す
れ
ば
国
保
税
の
引
き
上
げ
は

必
要
な
い
。
国
保
税
を
引
き
上
げ
た
決

算
認
定
に
反
対
す
る
。

　  

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

清
水　
　

修

　

産
業
拠
点
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
大

企
業
依
存
の
市
政
運
営
を
推
し
進
め
る

の
で
は
な
く
、
農
業
や
地
場
産
業
、
中

小
企
業
こ
そ
応
援
す
べ
き
。
ま
た
、
新

庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て
耐
震
改
修
で

現
庁
舎
を
維
持
存
続
さ
せ
、
分
庁
方
式

を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　  

平
成
27
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

討
　
　
論

反対反対反対


